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(甼田文夫)或 租の膠質の診透壓に及ぼず光m作 用 (:r1)

●

或 種 の膠 質 の 滲 透 壓 に及 ぼ す 光 の 作 用
豪

(第 三 報)

或 種 の膠 質 性 染料 溶 液

甼 田 交 夫

腥質性染料溶液 の滲透壓 に及 ぼす光の影響 に就 て は堀揚,馬蝪 兩氏
ゆ

の 猟 報 中 コ ンコ.'一レツ ドに就 て 影 響 あ る を認 め?二,木 研 究 は 其 の 確

定 的 結 果 を得 ん?こ め 行 ふ牡 もの で 同時 に其 の 電 導 度 を測 定す る事 か

ら其 の影 響 の 原 囚 に就 いて 何 等 か の 指示 を 得 られ るだ らふ か との 徐

想の 下 に 行つ 池 もの で あ る。

實 驗 材 料

牛 透 膜 濠 透 計 川 半 透 膜 及 び 試 料 の純 化 に 使 川せ る透 析 器 用半 透

膜 は 共 に コ ロジ ウム膜 を使 周 しナニ。Kahlbaum製 膜 用]ロ ジ ウ ム溶 液
の ゆ

を翔 ひS6renミen並 に堀 揚,馬 揚 の 方 法 に從 ひ 製 作 した。 斯 く してf乍つ

郭 コ ロ ジウ ∴膜 は 獪 可 な りの 溶 劑 を 含蔵 す るか ら完 全 に 之 を 際 去 す

べ きで あ り,まナニ逋 當 の もの を 選 採 使 周 す る爲 に豫 め其 の 透 過 度 を測

定 し置 く必要 が あ る。 先づ 溶 劑 を 除 去 す る爲 コ ロ ジ ウ ム膜 を蒸 艘 水

中 に 浸 し一 晝 夜 放 置 し九 る後 蒸 餾 水 を取 り換 へ 此 の 操 作 を繰 り返 す

こ と約 十 五 回完 全 に溶 劑 を檢 出 し揚 吉 る まで行 つ た。 後'ド記 の方 法

暴本 研 究 は 堀 場,71iのi,a題 目1こ 於 け る 豫 報 を 錦 一 報 と し て 本 報 交 を 第 三 級

と す る。 第 二 報 は 揺 合 に よ つ て 次 韓 に 發 識 す る。

1}本 言占,3.1(19`_'9)

A)Campt.Rend.duL:.lroialairedeCarlsberg.122S(ID17)

3)本 臨3β(19ｰ9)
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(92)(平 田夊夫)或 積の膠質の滂邊壓にyUr_す 光のTim

に よ りて 其 の 透 過 度 を 測 定 し/一 後,其 の 際 吸 蔵 せ られ?こ 膜 中 の 電 解 質

はaiび 上 邇 の 操 作 を 繰 り返 し蒸 餾 水 に て 行 ふ こ と約 十 五 回,最 後 に 電

導 度 用 永 を 用 ひ 二 日 宛 五 回 繰 返 し て 充 分 洗 淨 し9こ る 後,電 導 度 用 水 中

に 貯 へ 必 黎 に 應 じ使 川 し予二。 膜 の 透 過 度 に 就 い て は 先 づ 其 の 比 較 的

の 大 小 を 決 定 し置 く?fitは 選 探 の 際 必 要 で あ る か ら次 の 様 に して 之 を

行 つr_。 充 分 溶 劑 を 除 き 得 九 コ ロ ジ ウ ム 膜 中 に10c.c.の 鹽 化 加 里 飽

和Pn液 を 入 れ 之 れ を 蒸 鰡 水?5〔IC・C・を 容 れ 牝 ビ ー カ ー 中 に一 分 間 浸 し

直 ち に,i出 し ビ ー カ7中 に 膜 を透 して 浸i描 し牝 鹽 素 イ オ ンを 硝 酸7r

游 液 を 用 ひ て 檢 出 しfi:る 自 濁 の 濃 淡 の 順 に よ つ て 膜 の 透 過 度 の 順

位 を 決 定 しナ㍉ 〔透 過 皮 の 絶 對rlりの 決 定 に 於 い て は 測 定 法 並 に 操 作 σ)

項 を 參 照).

試 料 試 料 の 選 探 染 料 中 水r'uitsに て 腥 貿 的 性 質 を 呈 す るcの の

中 か らxの8種 を 撰 ん{s。p)コ ン ゴ ー レ ツ ド〔2)コ ロ ン ビ ア グ7一 ン

(3)べ 、ン ゾ プ ル ブ ユ リ ン413(4}κ.ン ゾ プ ル ブ ユNンios(J}コ ン ゴ ー コ

リ ン スG(fi)ビ ク 、ト リ ア プ ル ユ ーB〔7}ヘ シ ア ン バ ー プ ル】N㈹ ミカ ド 才

レ ン ジG{1,其 内(1)(3))(il}の の 水 漆 液 に 獣 き コ ロ ジ ウ ム 膜 に よ る透 析 を

行 ひ 本 研 究 の 目 的 に 偵 用 しiSる や に つ き像 備 的 の 實 驗 を 行 つ?もHr

る に{6)w完 全 に コ ロ ジ ウ ム 膜 に 吸,;:さ れ る を 認 め(7)も 同 樣 吸7fi激 し

く使 用 に 適 せ す(り は 吸 着 の 穫舞 前者 に 比 して 少 な く煙 用 し得 る程 度

な る も膜 加 水 分解 は .げし く9赤 色の 沈 澱 を 生す る。 然 し;:;に 膜 加

水 分 解 を 抑 止 す る方 津 を とれ ば 使 川 し得 る こ とを 認 め.丸/3}は 吸iu

及 び 膜 加 水 分 解 の 程 度 最u'ffく 此 等 の 内最 も使 用 に逋 す る もの な る

」を認 めナニか市 販nn中.信 川 し得 る もの を 得 る事 が 禹 來 なか っ テこの で 本

研 究 に於 τ はUruLler製 の コ ンゴー レ ツ ドを 使 川 し㍊

aｰtfkの 純 化 市 販 のGr苛bler製]ン ゴ ー レツr'と 雖 も不.溶解 性 不純

一(原 根)一
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(畢lll丈央)或 種の膠質の滲透壓に及ぼす光の作用 (93)

物電 解 質 等 を 含ん で ゐ るか ら次 の 如 き方 法 に よつ て 可 及 的 純 化 して

使niし 牝。dUCに 於 け る該 染 料 の 飽 和溶 液 を を グ ラ ス フ イル ター

(Jena,Seho亡tandGen製liuG,41<了Pの マー クあ る もの)に よ りて 池過 し

濾液 を透 析 器 中 に採 り外液 と して 電 導 度 水(256Cに 於 け る比 電 導 度

2.374×1⑪_6の もの}を 用 ひavcに 於 で外 液0)電 導 座 を 測 定 しつ つ 透 析

をす す めた。 約 二 口毎 に換 水 を 行 ひ つつU日 に て外 液 の電 導 度 が殆

ん どnl水 と髪 らな い 程 度 に まで 逵 し?二か ち透 析 は完 全 な る もの と認

め て これ を終 へ 牝。plに 際 して は 之れ を電 導 度 水 を 以て 逋 當 に稀

釋 して 鯖ひ た.

試 料 の 濃 度 不

溶 性 不 純 物 其 他 を

含 む の み な らす 透

折 の爲 に膜 加 水 分

'解を趨 し又 特 に膜

に吸 着 す る を ま ぬ

か れ な い様 な染 料

につ い て直 接 に純

化 せ な い試 料 か ら

重 量 百 分峯 を 用 ひ

濃 度 を 表 示 す る こ

とは 正 確 には 意 味

な い こ とで あ る。

或 は 透 析 後 濃 度 を

.同樣 に 表 示 す る も

濠透 壓 の測 定 の 際
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ta,tl (filI佼 夫)或 種の膠質の溶透腰に及1ぎす光の作川

の 外 液 アル カ リの 濃 度 に よつ て も コ ンゴー レツ ドと して の 濃 度 は 變

動 す。1ア ル カ リの 存 在 の 下 に比 色(1'7二濃 度 を 決 定 せ ん とLY二 が 共 存

す る アnカ リに よつ て 變 色 す るか ら正羅 な値 を 得 るが 出來 なか つ ナこ」

從 て本 實驗 に於 て は 一 定 濃 度 の アル カ リの 外 液 とZF衡 を 保 て る 内液

と して 之れ を と り其 の一 定 容 積 をuoｰcで 蒸 發 乾 固 し牝 残 査 の 重 量 を

以 て 爽 の 内液 の 濃渡 の 指 示 とLi二,内 液 外 液 の 絶對 的 の 濃 度 の 指 示

魃 と して は 此 等 の 比 電 度 で示 して 置 い た.

測 定 裝 置 測 定 裝 置 の 主 要 部 の 連 絡 は第 一 圖 に 示 し牝.人Bは 濠

透 計 で 之 れ にBeckmnnn寒 暖 計が 上 方 よ り挿 入 して あ る。 淫 透 計 と

磨 り合 せ に度 盛 毛 細 管 を 取 り付 け 此 の 毛 細 管 内 に濠 透 歴 σ)爲 に上 昇

してJ水 面 の メ ニ ス カ ス を顯i微鏡Lに よつ て 槻 測 す る.Cは 瀋透

計 の 外 液 を入 れ る容 器 で測 定 に.於て は 此 の外 液 の 水 面を 一 定 に 保 つ

第必 要 か あ る。uは 恒 温 梧 で 瀋 透計 は 外

液 溶 器 と共 に 此 中 に袈'置 す る.外 液 面

の 位 置は 恒温 槽 中 に 装 置 す る麝直 接 測

定 に 困難 で あ る、 依つ て吹 の様 な方 法
し

を 試 み 其 の 目的 を 逑 す る事 を 得た、 度

盛毛 細 管Dに 他 の 毛 細 管Jを 固着 させ

Jの 先 端Gは 上力'に 向 け 曲 げ て あ る.

一・sEの 減 壓 よつ てJよ り夕i液 の錬 分 の

液 を 吸 ひ 禺せ ば 水面 はGの 位 置に 保 ち

得 る詔 で あ る。 豫 備試 駿 を行 ひ九 るに

完 至 に10分 の1粍 の 桁 に於 て 水面 を 一

定 さ℃ 得 るを 知 つ 牝 か ら之 を本 測 定 に

使 川 し?二。 而 して 先 端Gと 度 盛毛 細 管
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(fiwse夫)或 搬の膠質の滲邊皿堊に及ぼす光の作用 (9J

Dの 指 零點 とのa{は 豫 め檢 定 して 置 く。E巳Egは 夫 々 内液 及び 外 液

の 電 導 度 測 定 川 の 白金 電 楓Sは 外 液攪 拌 ∬!の攪 拌 棒,-ー は外 液 に電

導 度 川 蒸 餾 水 を導 入 す る爲 の 硝 子 管,工 は 同 様 堤 酸P含 ま な い アル

カ リ溶 液 を外 液 に 導入 すo$の 硝 子 管 で あ る。aは 水 柱壓 力 計 で淫

透 計 の 内液 に加 は る抗 壓 の測 定 に使mす る もの,之 れ に 速 絡 しナニs:,R

は 抗 壓 を 微 細 に加 減 し又 調節 す る 爲 の裝 置 で あ る。Rは 水 の 保 容 器

に ゴ ム管,毛細 管 々經 て 三 路 活栓Kで 連 絡 す る。sは 又 粗 常 の 長 さの

毛 細 管 に よつ て 他 と連 緒 す る。P.を 左 右 に 回轄 す る こ とに よつ てX

管 内に 極 く徐 々 に水 面 か 上 下 す る.こ れ に よつ て 抗 壓 を微 細 に 調 節

しT;}9二。TsToｫ):h恒 温 槽 月i,室内LZil19定mの 寒 暖 計 で め る.次 に

TF8iS分 に就 て 逑 べ よ う、

淫透 計 第 二 圏 で示 しナニ形 の もの を パaレ ツ ク ス硝 子 で 製 作使 用

しナニ。 先 づ 光線 を濠 透 計 内液 に 導 入 す る際 臠 曲 い ニコ ロ ジ ウ ム膜 を

透 過 せ しむ る よ り も李 面 の 部 分 を通 遏 せ しめ る方 が よ り當 り方 が均

y/dる 黠並 にfド透 膜 に穣 體 が 吸 着 さ るる虞 れ あ る時 膜 に よつ て 吸着

され 距 染 料 の 爲 其 の 光力 を 減 す る缺 點 を考 へ 吸 着 の とほ ん どな い硝

子 壁 を 通 して 導入 す る こ と と して,其の 部 は 不 面 に 遣 つ 髄.一did此 の

LF.面 部 を示 す。1313`R透 膜 を示 す。 内液 の 電 導 度 測 定 川 の 白金 極Eヒ

は 其 の 位 置 を 光線 の 直 接 の 影 響 を 避 け る爲 光線 の 通 路 を 避 け夂 光線

の 方 向 と軍行 に極 板 を 付設 し?二。 ベ クマ ン寒 暖計 と3`entの 硝 子 壁

とのar,:に は熱 の 慱 導 を よ くす る爲 水 銀 を 入 れ 置 い た。

壓 力 計 普 通 の 水 柱 壓 力 計 を 使mし ソ㍉ 内液 に加 は れ る抗 歴 の加

減 は 前 述 しf二様 に三 路 括 栓K及 びRに よつ て微 細 に行 ふ。 而 して 抗

歴 の 強 さは 此 の 座 力計 に て讀 む。 此 のli及Rに よ る調 節 裝 置 は.夊,内

液 水 面壓 力 計 悶 の 連 絡 管 内 に あ る空 氣 の 膨 脹 牧 縮 に原 因 す る歴 力 の

一(鳳 報)一
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(ac) (fi田丈夫)或 種の膠質の沸透壓に及ぽす光の作用

變 動 の 調r,.も 使 川 して 良 好 な ゐ結 果 を 示 した。

恒 温榎 瓦 斯 煩 の 調 節 に よ る恒 温槽 を 使 用 し晝i夜連 綬 にて 全 六 回

の測 定の 期 間 約Jク ・月 に亘 り25。土0.05℃ の 定 温 を 係 排 し得 ナ=.但 し

第 六表,第 七 表,纂十 二表,第 十 三 表 の 測 定 に 於 て は室 内 温度25℃ を越 ヘ

ノニるを以 て36。土0.05℃ に 保 ち測 定 を 行 つ た。

光源 及 び 熱 線 吸 收aw濠 透 歴 に及 ぼ す可 親 光線 の 影 響 を 大 にす る

爲 光源 は な るべ く光力 強 大 な る こ とが 必 要 で あ る6同 哮 に又 其 の 蝿

度 に燮 動 な き もの で な くて は な らな い。 從 つ て 電 孤 光は 光源 と して

は 不 適 當 で あ る。 本 實驗 の 光 源 と して は100ボ ル ト使JBの1500、Yatt

瓦 斯 入 マ ツ グa球 を 使 用 しJ一 電 源 は110colt直 流 を 用 ひ抵 抗 器 を

直 列 に して 之 れ に よ り電 壓 を加 減 調 節 しナこ。

第 二 表,第三 表 に 示 せ る測 定の 際 は 光 源 の:G球 は 其 の ごド面 を鍍 銀 し

反 射 鏡 と して 光 の 強 さを壇 大 せ しめa二。Jl他 の測 定 に於 て は電 球 は

鍍 銀 しな か つ?こ か直 徑"?.xhl麓 點 距 離--emの 凹 面 鏡 を 電球 の 後 部 に

置 き光 力 々 強 め?こ。 電 球 よ り發 散す る熱 に よ り室 内温 度 の變 動 大 で

あ るか ら之 れ を 避 け ろ昼 且つ は熱 線 吸 收 の働 き を も蓑 ね る爲 電球 を

水 槽 中 に裝 置 し冷 水 を 流麺 せ しめて 冷 却 い 二。 叉 レ ンズ に ょ り光 源

の 輝 線 の 像 が 生 じ照 明 上 不均 一 とな るお それ あ る を 以 て 之 れ を 避 け

ん 爲 充 分 細 か き磨 り硝 子 板 を 電球 の 直 前 に置 き照 明 の 均 一 を は かっ

?㍉ 次 に熱 線 吸收mの 溶 液 梧 とし ては 普 邇 の 方形 の もの 以 外 に凸 レ

ンズ型 の 稍 子 槽 を造 り之 れ に熱 線 吸 收 用 淋 液 をidsし 瀚 線 の 吸 收 と共

に 光の 收 歛 を 行 は しめ霍。 熱 線 吸 收 用の7`fr'if3fとして はAmmoniuml'er-

rousSidpLnteの 飽和 溶 液 を 倍 に稀釋 し九 る もの を 使 用 し丸 光 源 熱 線

吸 收 稻Vン ズ膣 透 計 相 互 の 距 離 に就 て は第 一 表 及 び 第 三 圖 を參 照。

次 に 第 七 表,第十 三 表 の 測 定 に於 て は 光源 と して 太 隅 直:射光 線 を 使 用

一(癒 報)一
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(半田文夫)或 種の膠質'》珍重壓に及ぼす光の作用 (97)

しナニ。 元 來 太 陽 の 直 射 光 線 は 其 の 光力 に 於 て 最 もす ぐれ 鴬 光源 なで

あ るが 牝 だ 光力 の變 動 烈 し く定 量 的 の 實 黔 に は適 しな い.然 し盛 夏

或 は 冬 期 に於 て 適 當 の 地 方 で は終 口殆 ん ど雲 影 を 認 め な い 日が あ る

斯 の様 な地 方 で 晴 天 を 選 べ ば 光 力 の 變 動 頗 る緩 漫 で あ るか ら共 の 變

動 の 調 節 必 す し も不 可 能 で な い。 依 つ て 太 陽 を 光 源 と し?二豫 備 的 の

測 定 を試 み 見 九 り。 第 七 表,第 十三 表 は其 結 果 を 示 す。 叉 第 四圖 は其

の際 の 光線 の遖 路 の 襪 子 を示 し枇,快 天 の 日を 揚 ぴ戸 外 よ りFu鰹 氏

Ilellostatに よ り太 陽 直 射 光線 を 實 驗 室偲 室}内 に 導 入 し熱 線 の 吸 收 の

爲127cmの 水 骸 有 す る水 櫻 を迺 し鞭1;A㎜oniumFerml乳 ・s岬[ate溶

液 梧 を 逋 し同時 に收 歛 せ しめ て 濠透 計 中 に 導 入 し九。

電 導 度 測 定装 置 電 導 度 の 測 定 はKuh1鳳u§chの 方 法 に よ りて 行 ひ

Bridgew:reと して はLeed;ll皿dNortin'tiP製 ドラ ム型 の もの をmひ 電源

と して は翼 空 管 式低 周 波 發 振 器 を 使 川 い こ。

測 定 法並 に操 作 本 實 驗 に 於 て は 濠透 壓 の 光 に よ る變 化 を測 定 す

る と同時 に電 導 度 の 光 に よ る影轡 を も測 定 し九。 淫 透 麾 の 測 定 注 は
の

S6mn萼enの 方 法 に よ りて行 つf二。試 料 溶液 を 淫透 計 中 に滿 し度盛 毛細

管 を連 結 し外液 容 器IPに 直 立 圓定 せ し」二全 艘 を 恒 温 棔`11に 設 置 す る。

次 に電 導度 水 の 導入 管 工 アル カ リ溶 液 の 導入 管 ■ を迚 絡 す る.先 づ

電 導 度 水 を1に よ りC中 に途 り込 み 其水 面 がJの 先 端Gを 僅か に越

ゆ る程 度 に入 れ 温 度 が恒 温 槽 の そttに 蓮 い 二陪 飴 分 の外 液1よ 」に ょ

りて 吸 ひ禹 せ ばGの 先 端 に て 水iMIS一 定 の 高 位 に て 停 る.此 際 の電

導 度 水 の 比 電 導 度 は25℃ に於 て 甥74xli,弔 の もの を使 川 し't:。 以 下

皆 同 一 の 電 導 度 水 を 使 用 し牝。 温 度 一 定 とな り滂 透 壓 抗堅 の 雫 衡 成

立 し毛 細 管D内 の 水 面 メaス カ スが 停 止 すれ ば三 路 活栓 の 適 雷 な操

])Compt.Bend,duLalwrstoaedeCadebecg12`.hi9(1J17)

一(原 級)一
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(As) (干田丈夫)或 種の瞹質の滲透匪に及ぼす光の作用

作 に よ り抗 歴 を 微 細 に加 滅 し其 の 抗壓 の種kの 値 に#Qす るD管 中

の 水面 メ ニ ス カ スの 移 動 速 度 を顯 微 鏡L及 び 測 秒 計 に よ りt@7iEし?;。

即 ち顯 微 鏡 中 に装 置 し鴬 るOcdarJlicmmeberの 度 盛 に よ りて ノ ニ ス

カ スの像 の 移動 距cFみ 一 方測 秒計 .で其 畔 聞 を測 る.速 度 の測 定

の 度 毎 に メ ニ ス カ スの 位ulg毛 細 管 に 度 盛 れ る 日盛 に よ りて 縫 み 取

り置 く。 之 は毛 細 管 内液 々桂 によ る壓 力 の 補 正 上 必要 で あ る。 次 に

壓 力 計 で座 を 談 み とる.並 にz,'r_'r,の 寒 暖 計 を羶 む。

鎔 三 圖

1
自

匠
;

T

看蒐.一 弔

s丶q
i

李Φ
.

畠 閣 一

粗 鐸 一
J

」

嚠
.

一一M一 十一d

i

1」 ⊥ 。_馳 ⊥.恥 職一

第 一 表

光 源 滲 透 計 間 に 設 置 し 尢 る 熱 線 吸 牧 楙 レ ン

ズ,反 射 鏡 等 の 相 亙 間 の 問 隔 を 示 す(gtY!.z。,,ウ

ID
、ll_'ll,--,D,D、 「

第二表,第 八 表

第三表,第 九 表

第四表,第 一卜表

第五表,第 十一表

第六表,第 十二表

_;
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(那田丈夫)或 種∂膠賞の滲避雁rく及ぼす光の作R1 (」,9)

第 四1罰

串矯

Ψ

囲脅十
1

ご産
.畠
」
.

.
臨篭一ジ

一 幹黶盟二、「

ー

凝
T
ド
L
ρ

0

.
τ

1

「
..1

一

第四画の談≧明一Stz:kh;の 方 向・・HはlielitsttS,は 遣壁にて光線の慂

過 し得.ろ窓を示す。F,は 】270Inの 水槽1'..は 熱隷吸牧用瀞液槽・S2は

Sセ ンチ干方の窓のある隔堕。 こオしにて光線の量をF3!91触 の溥液使川の

レンズにて滲透計oの111心 に光を集めr.。Tは 恒温槽を示す。

最 初 に 串 透 膜0)透 過 度 を 決 定 す る 必 嬰 あ る を 以 て 外 液 は 電 導ll1水

内 液 は 試 料 溶 液 に て 上 記 の 法 に よ り抗 腿 の 種 々 の 値 に 扣 應 ナ る水 面

メ`ス カ.ス の 移 動 逑 度 を 測 定 し次 の 數 値 を 得 弛,Pは 抗 壓 を 水nvn

fY=C位 と し了二る 値aは 水 面 の 第 五 圖

:;分 間 に 移 動 す る 距 准 で 單a,r.

は 百 分 の 一n1皿,十 は顯 微 鏡 祕

野 中 上方 に 移動 せ るを 示 し一

は 下 方 に 移動 す ゐを 示 す。

・

螂

畑

親

媒

z

十96.4

一}5? .d

-3U .9

-57 .

Pvを 座標 柚 と して 此 の 闘 係

を 求 むれ ば第 五 圖 の 如 き直線

を 得.之 の 直 線 がP.柚 となす.

＼

一(夙 級)一
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(100)(挙 口文夫)或 稱の勝質の滲透匪にlki｣JiLｻ作rn

AiNのtanθ が 之 の 揚 合 の透 過 度 を 示 す。

本 竃 驗 に於 て は 全 六 回の 測 定 はす べ て 第 五 圖 の 直 線 に よOて 示 さ

ttる 透 過 度 の 宇透 膜 に よ りて 行 つ た。 而 して此 のn1,曲 線 力=直線 と

して奥 へ らる る點 を 利 川 した。 即 ち 潼透 壓 のPi間 的 變 動 盛 な る本 實

驗 に 於 ては 一i.抗 壓 を 變 じllれi=對 應 す る2を 測 定 し共 都 皮 第 三 圖

の と同樣 の 曲線 を求 めjl曲 線 上のP=0の 點 に よ りてPの 値 を求 む

ろ こ とか出 來 な い放 に只 一 回 のyに 對 す る2'の 仙 を 求 めr'U圖 表 上

に 此 れ に 相 雷 しナニ黜 を 定 め此 の 點 を 通 り其三 圖の 直 線 にZF行 線 を 引

きア 軸 と交 る駐 に よ り其 の 時 の壓 と し冑.

測 定 結 果 全 六 回 の測 定 の 結果 は)Eの1套.透 壓 の變 化 を 第 二 表 よ り

第 七i.3C)iの 電 導 度 の變 化 は第 八 表 よ り第 十 三 表 に記 載 し牝。 又.

各 相 對 應 せ る兩1直の 變 化 の様 子 を一fll宛 纏.め 第 六 圖 よ り第 十 一 圖 に

Tしt二 。 圖 中 曲線1は 内液 の電 導度 の變 化 を示 し曲線 工1は外 液 の

電 導皮 の變 化 を 示 し曲線 πは 湊透 壓 の變 化を 示 しナニもの で あ る」而 し

て 横 軸 は時 刻 を 示 す,夊點 線 は 左方 の もの は 照 明 開 始 のPr刻 右 方 の も

の は 滔 光 の 時 刻 を示 して ゐ!Jc

次 に第 一表 に 示 せ るは 光 源 と淫 透 計閥 の 條.件 を 示 しt=も の でDよ

りDeに 至 る 各 の値 は第 五 圖 にて 示 せ る如 き各 の 距 離 を意 味 す る.

!置位 は モ ン チ メー トJ,'1あ る。

太iを 光J.'.と し'1.る 蝪 合 のIli{HfJO)様子 は 第 四匿Hこて 示 せ;,通 で あ

る。 次 に第 二表 よ り第 七 表 まで の 内a}五 表 を 別 と して表 中左 端 よ り

第 一 欄 は測 定 番 號 を 示 し第 二 隅 は測 定 の 時 刻%Q示 す.例 へ ばMay一:;

3=20pmと あ るISfiP三 口午後.三時 二十 分 のill9.'t一'.P.`r刻.を意 味す;,,

第 三 欄 は 内液 の 温 度 を示 す ベ クマ ン寒 暖 計の 讃 み で 第 四 躙 は 補 正 し

i_る 求 め る淫 透 歴 の 勉 を示 す.第 五 表 丈 は 一 例 と して 測 定 に際 して

一 〔原iii)一
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(畢 田文夫)或 種の膠質の滲透壓に及ぼす光の作用」 (ion)

蹟 み取 るべ き數 飽 を す.べて 列 記 し參 考 に しJ一。 他 の 測.定に は 之 れ を

略 して 計 算 の 結 果 の み を 示 し牝。 此表.中 左 よ り第r關 は 實測 番 號 第

二.闇 は 測 定 畔 刻 第 三 閑pmは 壓 力 計 で 讀 み よ り得Y_る 壓 第llq旧 は 水

面 ノ ニ ス カ スの逑 度 を 示 し 十10/6?.?と..あ る時.はgo.n秒 間 に.接眼鏡 内

の 「・イ ク ロメー ター の 度 盛 に て10度 盛 の 移 動 あ る.を示 し其 方 向 は 覗

野 中 にて 上 方 へ 移 動 を 意 味 す。t,ちtyは 夫 ル ベ.ク マ..ン寒 暖 計恒 温 槽

中 並 に宝 内 川の 寒 暖 計 の 讀 み を 示 す次 の 隰 めhは 外液 内液 の 兩 水面

間 の,.;さ の 差 を 示 し最 後 の πは補 正 し九 る 淫透 歴 で あ る。 第 八 表 よ

り第+三 表 は夫 々 内液 外 液 の 比 電 導.度を 示 しナニ表 でlr.#;$よ り第 一欄

は測 定番 號 第 二 欄 は 測 定 時刻 第 三 欄 は比 冠 導 度 を示 す。 比 電 導 度 の'

單位 は逆 才一 ムで あ る。 ヌ,1は 内液IIは 外 液 を表 は す∴

次 に 外液 に加 ふべ き アル カ リi睿液 に.就て,fべ.ろ 。 先づ アル カ リ溶

液 を添 加 す る揚 合 は,H管 に よ り.て適 宜 の量.をC内.に 一導.入 し後1充 分攪

拌 して 濃 度 を 均 一 に な し叉 温 度 一 定 とな るを 待 ち て 毛 細 管JGを 用

ひ 餘 介 の 外液 を 除 去 す る。 此 法 に よ り適.當の 濃 度 の.外液 を 作 る こ と

がtisる.ア ル カ リ溶 液 の 其 の時 の濃 度 は 其 の 比 電.導 度1に ょ'り.て決

定 衷 示 さる.次 に アル カ リ溶液 を添 加 せ る時 刻 を記 載 し置 く。 全 六

回の 親 測 中第_.第 二 回第 三 回の 揚合 は 内液 は 同一 の もの に て%(SP4

回策 五 回 第六 回 の 内液 は 各 叉 同一 の も⑳ な り。 勿 論 時 間 的 に又 外 液

の影 饗 もあ りて 各 の 間 の 濃 度 は互 に相 異 り居 るは 舌 ふ を 俣 た .ない.

1.第 一 内液 に對 ず る外 液 へ の アル カ リ添 加 の時 鉱

第 一 回 アル カ リ添 加'4月3日 午 後2Py…8分

第 二 回「アル カ リ添 加4.・ 月'.4日 午 後1時 ….25分

.第一 回測 定 を行 ふ

第 二 回測 定 を行 ふ

一(原 報)一 ・
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(囎) (干円丈夫)或 械の膠質o診 透壓に及駈す光の作用

第 三 回 アル カ リ添 加4月19日 午 前11噂30分

箏 三 回測 定 々行 ふ

2.第 二 内液 に對 す る外 液 への ア〃 カ リ添 加 は 第 二f9液 を潼 透

計 に 入 れ て 設 置 せ る當 初行 ひ しの み に て 其 後 は 添 加 せ す.

第 四 回 測 定

第 五 回 測 定

第 六 回測 定

を行 つ ナこ。

アル カ リを 外 液 に添 加 す るや 営 に淫 透 壓 は減 少 す るを 認 む。 これ

は アル カ リに よ る外液 の 濠 透 壓 一n.:m大 す る爲 で 時 間 の 經 るにつ れ

再 び 内液 の 濤 透 腿 は 堆 大 す るを 認 め逑 に アル カ リ添 加 以 前の 淫透 壓

を 越 ゆ 而 して 最後 に 一 定 の 値 を示 す。 電 導 度 もほぼ これ に做 ひて 變

動す。 照 明 を興 へ るに は既 に充1分濠 透 壓 並 に電 導 度 の 一 定 に な り し

時 を選 んで 行 つ牝。

各表 欄 外 に 輿 へ?こ濃 度 は 既 に述 べ ナ;方法 で決 定 せ る値 で密 度 は濃

度 の 決 定 に 用 ひ 九 る と同一 の 内液 に.よ りて 決 定 せ る値 で あ る,此 際

の 内液 及び 之 れr罕 衡 を 保 て る外 液 の比 電 導 を 示tば 次 の如 し,

濃 度 比電導度(4aｰCに 於ける)

第一黻 。、。飄1。0.G_函 頻都 黼.蔀

第 二二'kヨ液 α114891「110coり326x10　 喧0・3199x10一 弓

第 二 表

滲 透 歴 の 光ELよ る 變 化 第 一 回 測 定 値

C=0.1022gr/10as

d昌Loo壬L

一(原 報)一
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(卆田文夫)或 揺り膠質⑳淫透壓に及ぼす光の作用 (ｫ:)
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第 十 一 表
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第 十 二 表

滲透計 内液及0:外 液 の比 電 導 度 の光 に よ る變 化
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第 十 三 表
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(亭田交夫)或 租の房質め滲透歴に及ぼナ光の作用 (IW)

測 定結 果 の 吟 味 全 六 回 の 實 驗 に よ る に試 料 の 純 化 其 他 の6'1に 就

て の 充 分 な る注 意 の 下 に行 ひ た る測 定 な るを 以 て 其 の 結a:と して 明

か に 光線 の 濠透 匪 に及lgす 影 響 は此 の コ.ンゴー レツ ド溶液 に於て は

確 定 的 に認 め得 ナニ。.第 五 表 の 値 を最 も信 用 し得 る もの と して考 へれ

ば 淫透 歴 は 此 の 揚 合 δ5・4cmよ り)).iCll]1こ照 明 に よ りて 」曾大 し牝 こ と

fYailo。 若 しA假 りに此 の 滲透 座 の辮 大 か 温度 の 上昇 の み に 起 閃 す

る もの と考 へV:ui'tTioffの 理 紛 に 從 ふ もの と假 定 す れ ば 當 然 温 度 の 照

明 の際 の 上 昇 は70の 値 を與 ふ べ きで あis.實.測 に於 けb内 液 の!!RRA

に よ る温度 上 昇 は.0・2'に 退 ぎ な い。・此 點 よ り考 ふ る も光 に よ る濠 透

壓 の壇 大 は温 度 の 上 昇 に原 囚 す る もの に 非 ざ る は 明 で あ る。 然 らば

他 に 其の 原 囚 を求 め 九 けれ ば な らな い。 然 るに 此 の 潼透 壓 の 測 定 と

李 行 して 行 ひ九 る19外 液 の 電 導 度 の測 定 値 を吟 味す るに 照 明 の爲 の

變 化 は 僅 か に 認 め 得 られ る も之 は温 度 の 僅 か な る上 昇 に 相 鴬 す る程

度 の もの で 照 明 に よ る電 導皮 のL接 の 影 響 は 此 の 揚 合 な き もの と考

へ らる從 て 淫 透厘iの 照 明 に よ る増 大 は 照 明 に よ る膠.質 イオ ンア トモ

ス フヰ アー の變 化 即 ち 白 由 イ 才 ンの變 化 とは 考 へ難 い様 で あ る.

太 陽 を 光源 とせ る測 定 に 於 て は 操期 せ る程 度 の 影 響 現 れ な かつ た

從 つ て;4i14tiに針 す る定 景 的の 關 係 セ決 定 す る事 は 轟 來 なか つ1_。

總 括

L濠 透 壓 並 に電 氣 博 導 度 測 定Jilの 濠透 計 及 び抗 鮗 加滅 川 の 微細

調 節裝 置 を工J<し ブこ、

2.可 及 的純 精 化 しf:る コ ン ゴー レツ ド稀 薄 溶 液 の 淕 透 壓 に對 し

光の 影 響 あ るを 確 定 しナも

a同 溶 液 の 電 螂 度 は 光 に よ りτ 影響 な き事 を 確 め丸。

匸=ニー(原 油=
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(1161 (甼田丈火ン.或 種の醪質の滲透壓に及1?fi光 の作用

4・ 太 陽 を 光 源 と して コ ン ゴー レ ツ トits液 の 潼 透 壓 及 び電 導 度 に

及 ぼ す光 の.影響 を測 定 し牝。

終 り.にの ぞみ本 研 究 は文 部 省u内 研 究 生 と して 京 都 帝 國 大學 理 學

部 化學歎 室 堀 場 研 究 室 に於 て行 ひナニる もの な る こ とを 附aLし 且 つ 終

始 懇 切 な る指 導 を 賜 り た る堀 揚 教 投 に深 含 感謝 の 意 を表 す。

伺 本研 究の 研究 費 の 一 部 は 東照 宮三 百 年記 念會 よ り掘 揚 数 授 に興

へ られ 仁 る研 究 費 を使 用 せ り。 記.し て 感 謝 の 意 を表 す 、

京都 帝 國 大學 膠 質 化學 研 究 室 に て

〔昭 和 四年 十 月 桐 生謌 等工 業 學 校 應 川 化 學 教 蜜 に τ 認 む」

一(原 報)一


